
岐阜県森林研研報,32(2003)

論　文

岐阜県北部において2002年秋に発生した広葉樹冠雪害の

被害地の分布と被害状況

横井秀一・茂木靖和

Distribution and state.of deciduous broad二Ieaved trees damaged by snow accretionin

nor仇em region of Gifu prefecturein autumn,2002

Shuichi YoKOI and Yasukazu MoTEKI

岐阜県北部で2002年秋に発生した落葉広葉樹の冠雪害の概況を調査した。被害地は岐阜県北部に広く

分布し,その中でも北部から西部にかけての範囲に被害の発生が多かった。被害形態は梢端や枝が折れ

る被害が最も多く,次いで幹折れ被害が多く発生していた。被害は,.コナラに最も多く発生していた。

致命的な被害である幹折れや根返りが発生したところでは,複数の個体が集団で被害を受けていること

がしばしば観察された。これらの冠雪害は,10月下旬から11月上旬にあった3回の降雪,特に11月になっ

てからの2回の降雪で発生.したことが気象資料の解析からわかった。この時期には多くの落葉広葉樹が

若葉しており,そのことが冠雪書の誘因になったと考えられた。

キーワード:冠雪害,コナラ,落葉広葉樹

工　はじめに

岐阜県では2002年l月に発生したスギ人工林の冠雪

害(茂木ら,2003)に続き,同年秋に.は北部地域で落

葉広葉樹林に冠雪害が発生した。岐阜県北部では,.こ

れまでにも落葉広葉樹が冠雪害を受けたことが観察さ

れている。当該地域は広葉樹林が広く分布するため,

地域の森林資源の中で広葉樹が重要な位置を占めてい

る。冠雪害は森林の経済的価値を低下させ,その美観

を損なうと同時に,林分構造を変化させ,そこに生活

する生物に様々な影響を及ぼす。したがって,岐阜県

北部の森林管理上∴落葉広葉樹の冠雪書は考慮すべき

問題であると考える。

これまでの冠雪害に関する研究は主にスギ人工林を

対象に行われ,数多くの事例が報告されるとともに冠

雪書発生のメカニズムや被害を回避するための技術に

関する成果が得られている(高橋,1977;石川ら,

1987;松田,1988・;嘉戸,2001など)。その一方で

スギ以外の針葉樹人工林に関しては,ヒノキ人工林

(松田,l“984;近藤ら,1992)や海岸のアカマツやク

ロマツの人工林(松田,2000;金子ら,2000)、に発生

した冠雪害が報告されているが,報告例は少ない’(石

川ら,1987に詳しい)。これは,ス羊に比較して他の

針葉樹種は冠雪芋を受けにくく(石川ら,1987),披

害例が少ないためであると考えられる.。

広葉樹も冠雪書に強いとされており(石川ら,1987),

実際,広葉樹の冠雪害に関する報告は数例・(藤森ら,

1986;吉武ら,1986;斎藤ら,1987;松岡ら,1991●;

前田,2001a;2001b;武田　2001など)を数えるのみ

である。これらの報告では,落葉広葉樹の冠雪害が若

葉期に発生したこと(吉武ら,1986;武田,.2001)や

形状比の高い個体に幹折れ被害が多いこと(斎藤ら,

1987;武田,2001),枝の振り方や枯れ葉の若葉の有

無などの個体の形状が被害発生と関係すること(前田,

2001b)などが明らかにされているが,広葉樹冠雪害

の実態は十分に解明されているとはいえない。

不時に発生する冠雪害の研究でば　それが発生した

ときに被害状況をはじめとした各種の記録を残してお

くことが重要である。そこで,今回発生した落葉広葉

樹の冠雪害について,被害地の分布と被害状況を把握

するための調査を行った。.本報告は,その結果ととも

に被害発生時の気象現象を記録し章　落葉広葉樹の冠雪

書の特徴に関する若干の考察を行ったものである。

Ⅱ　方　　法

1.冠雪害の板況調査

冠雪章の被害調査は,岐阜県北部を対象地域として,
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主に幹線道路沿いで実施した(図-1)。調査は,走

行中の自動車内から被害の有無を観察し,被害発生地

点の位置と被害状況を車中で言己録するという・方法で行っ

たo諦盃は2002年11月2工へ22日,11月.29日,12月・ユ7-i

18日に行った。

被害発生地点の位置は・GPSレシーバー(Gar専

社製e-Ⅱex)を使用して記録した。被害が広範囲にわ

たって連続している場合は,後述する被害規模を主な

目安,特徴的な被害形態を補助的な●目安として∴以下

のように被害発生地点を特定した。一集団的な被害が発

生している箇所はそれを独立した被害発生地点とし,

単木的な被害が連続.しているときは被害形態に変化が

見られるたびに,それが見られ卒いときには数十mお

きに位置を記録し言それぞれを被害発生地点とした。

被害状況は章冠雪菩発生地点ごとに被害樹種と被害

形態・被害規模をチェックシ二トに記録した。被害樹

種は∴樹種が特定できたも・あは種名を,樹種が特定で

きなかったものは種不明として串録した。被害形態は

梢端折れ・枝折九・六枝折.れ;幹折れ・幹曲がり・根

返りの6種掛こ類型化し了樹種ごとに確認できた全被

害形態を記録した。ただし,広葉樹では樹冠上部で主

幹がはっきりしなくなることから,梢端折れと枝折れ

とを厳密に区分することができなかった。このため,

本報告では両者をこ拝して扱うことにする。投書規模

は,被害木の散らばり方によって単木投書・小集団被

害・集団被害に区分した。単木被害は被害木が単木的

に散見されるもの,小集団被害は数本や規模での韓状

の被害,集団被害は10本を超える規模でのま-とまった

被害とした。

被害発生地点と調査ルートの地図は,・国土地理院の

数値地図50Ⅲメッシュ(標高)を使用して「カシミー

ル3D」で表示した。本報告で使用する標高は,それ

によるものであるも:

2.気象現象に関する情報収集

今回の冠雪害に関係する気象現象を記録するため,

各種の情報を収集した。気象観測データは,「気象月

報(CD-ROM版)」と気象庁のWebサイト(h七tp://

WWW.i皿a.g0.jp),岐阜地方気象台のWebサイト

(http://www.tokyoima.go.jp/home/gifu/)`から入

手した。過去の降雪と積雪の初日は,「岐阜県気象月

報」で調査した。各地の積雪状況に関する報道記事は,

岐阜新聞のⅥγebサイト(http‥〃Ⅵ′WW.jic-gifu.or.jp/

np/)で入手した。日本道路公団中部支社からは,東

海北陸自動車道の荘川インターチェンジ(以降,荘川

I①　と飛騨清見インターチェンジ(以降丁清見IC)に

お・ける降雪量と積雪量の測定値・を入手した。

Ⅲ　結　　果

・・仁冠雪書の梗況

被害発生地点の分布を図-1に示す。被害がみられ

たのは県の西部では白鳥町以北.中部では明宝村以北

東部では朝日村以北の地域であった。その地域では,

被害発生地点が広範囲に分布した。特に,被害発生地

点が多かったのは対象地域内の北部から軽部にかけて

の範囲であった。

被害規模は・草木被害が大半であった。小集団被害

や集団被害が多かったのは,.高鷲村の蛭ケ野周辺,古

川町から神岡町にかけての数河畔周辺と神原峠周辺富

神岡町の山之村地区であった。被害発生地点の標高は,

単木被害が451岬1,339皿,小集団被害が530-995m,

集団被害が645叫1,050mの範囲であ’った。
’今回の調査で確認できた被害樹種は,干ナラ,ミズ

ナラ,クリう●ブナ,シラカンぺ　ヤマハンノキ,サク

ラ類,オニグルミ,トチノキ,シナノキ,・バッ・コヤナ

羊であった。この中で最も多く被害が観察されたのは

こすラであった。また,コナラとクリは標融50m台

の地点で梢端折れや幹折れが発生していたと同時に,

鈴蘭峠付近の標高1,230-1,250止でも若菜したままの

技が折れており,今回の調査で被害が確認できた標高

のほぼ全範囲で被害を受けていた。

樺端折れ(図-2)と枝折れ(図-3)の発生地点

の分布を図-4に示す。これらは最も頻繁にみられた

被害形態でそ.の発生地点厄県北部に広く分布した。

また∴この被害は多くの樹種にみられた。

大技折れ(図二5,6)の発生地点は,図-7のよ

うに分布していた。この被害は梢端折九・校折れと

比べると発生地点は少なかったが,小集団被害や集団

被害の発生地点で多かっ.た。この被害の発生樹種は

コナラとクリが多かった。

幹折れ(図-8・i,9)の発生地点の分布を図-10に

示す。この被害は,梢端折れ・幹折れ被害に次いで高

い頻度でみられた。また,この被害は対象地域の北部

から西部にかけて発生頻度が高く,小集団被害や集団

投書でもよくみられた。被害樹種は　コナラが多かっ

た。・

幹曲がり(図-11,12)は,幹折れと同じよう.な.分

布を示した(図-上3)。被害はコナラでもみられたが,

シラカンパに多かっだ。

根返り・(図-14,15)iの分布も1幹折れと同様であっ

た(図一16)。また,この被害の発生地点は小集団被

害や集団被害であることが多かった。
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図-2　コナラの梢端折れ(高鷲村) 図-3　コナラの枝折れ(神岡町)

図-4　梢端折れ・枝折れの発生地点
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図-5　コナラの大技折れ(高鷲村) 図-6　コナラの大技折れ(白鳥町)

図-7　大横折れの発生地点・
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凡例は図-1に同じ。



図-8　コナラの幹折れ(宮川村). 図-9●　コナラの幹折れ(上宝村)

’図「0・幹折れの発生地点・.凡例は図〇1に同じ。
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図-11シラカンパの幹曲がり(荘川村) 図一1’2iコナラの幹曲がり●(古川町)

図一13　幹曲がりの発生地点
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図二14　コナラの根返り(丹生川村) 図-15　コナラの根返りと幹折れ(神岡町)

図-16　娘返りの発生地点
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凡例は図-1に同じ。



2.気象現象

(1)気象の概況

2002年10月28日から11月10目にかけて,岐阜県北部

では3回の降雪があった。その概要を岐阜地方気象台

防災業務課(2002a;2002も)と岐阜新聞の記事(2002

年10月.28日∴11月10日)から示すと以下のようになる。

1回目の降雪:10月26日に前線を伴った低気圧が日

本海を北東進し,27日には冬型の気圧配置となった。

28日から29日にかけては,この時期としては強い寒気

(輪島500hPa,-30Oc以下)が流入した。28日は冬型

の気圧配置が強まり,飛騨地方で雨や雪が降った。辺

りが紅葉していた上宝村平湯(標高約1,200皿)では

9時に5c皿の積雪があり,この日は終日雪が降り続い

た。高鷲村の「ひるがの高原スキー場」のゲレンデ

(標高890皿)にも’5皿の積雪があった。29日は冬型の

気圧配置が継続し,山間部では雨や雪が降り,高山で

は初雪と初積雪を観測した。高山の初積雪は,1947年

(10月25日)に次いで2番目に早い記録となった。上

宝村平湯の積雪は　この日の朝には約20脚になってい

た。30日には冬型の気圧配置が緩み,飛騨地方では明

け方まで雨が降ったところもあったが,曇りとなり,

晴れ間が出たところもあった。31日は移動性高気圧に

覆われ,概ね晴れた。

2回目の降雪:11月2日,ゴ蝶進した低気圧がオホー

ツク海で発達し冬型の気圧配置になり,3日は冬型の

気圧配置が続き　山間部で雨や雪が降った。4日,5

日も冬型の気圧配置が続き,山間部では4日は雨や雪,

5日は雪が降った。宮川村菅沼のニコイ大滝周辺では,

4日に約20脚の積雪があった。4日の16時の積雪は,

自川村で22側,白鳥町長滝で12脚であった。河合村角

川の5日の積雪は,約20脚であった。6日には冬型の

気圧配置が緩んだが,山間部では午前中を中心に弱い

雨や雪が降った。古川町黒内のこの日の積雪は,約15

c皿であった。7日は移動性高気圧に覆われ,晴れた。

3回目の降雪:11月9日,低気圧がオホーツク海で

発達し冬型の気圧配置となり,全般に雨が降り,山間

部では雪となったところもあった。10日は移動性高気

圧の東進に伴い冬型の気圧配置は次第に緩んだが,山

間部では午前中を中心に雨が降った。

(2)岐阜県北部の積雪深

岐阜県北部に位置する測候所と地域気象観測所にお

ける10月下旬と11月の積雪珠の推移を図-17に示す。

積雪深の多少はあるものの,その推移はいずれの観測

地点も同じであった。各観測地点における積雪深には

4回の明らかなどークがあった。1回目のピークは10

月29日にあり,このときの積雪は少な.かった。2回目

のピークは11月4-6日にあり,3回目のピークは11

月10日にあったb長滝は2回目のピークの積雪が.3回

目より多く,神岡と河合は3回目の積雪が2回目より

多かった。高山では11月初旬には積雪が●なかった。4

回目のピークは11月27∴28’日にみられた。

図-18には,荘川ICと清見ICにおける11月中旬まで

の3回の降雪について,雪の降り始めからの積算降雪

量の推移を示した。10月28日未明からの荘川工Cでの降

雪は30時間ほど,それより20時間遅れて降り始めた清

見工Cでの降雪は工0時間ほど続き,積算降雪量はどちら

も10c皿程度であった。11月2日夜からの雪は断続的に

長時間降り続き,積算降雪量は荘川工Cで約40叫清見

ICで約50c皿に達した。11月9日未明からの雪は,25へ

30時間ほど降り続き　荘川調で30c皿弱,清見ICで60調

程度の積算降雪量になった。

また,11月2日23時30分に東海北陸自動車道ひるが

のサービスエリアにおいて20伽の積雪が記録されて

いる。

10/2610/3111/0511/1011/1511/2011/2511/30

月/日

図〇17　2002年10月下句から11月における積雪課の推移

0　　10　　20　　30　　40　　50　　60

降り始めからの経過時間(時間)

70　　　80

図-18　東海北陸自動車道荘川ICと飛騨清見ICにおける

降り始めからの積算降雪量

IC名の下の数字は降雪の始まりの月/日,時刻を示すこ
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3.生物季節現象

高山測候所で観測した2002年秋の生物季節現象は,

・イロハカエデの紅葉が11月4日(平年よ.り5白遅れ),

落葉が11月26日(平年より8日遅れ)であっだ(岐阜

地方気象台防災業務課,2002b)。クワの落葉は11月29

日で　これは平年より13日蓮かった●(岐阜地方気象台

.防災業務課,2002b)。イチョウは黄葉が11月13日(平
・年より11日遅れ),落葉が11月19日(平年より4日遅

れ)であった(岐阜地方気象台防災業務課,2002b)。

また,荘川村六厩(標高1,000m)における落葉広

葉樹の落葉時期(樹冠内の50%以上の葉が脱落するか

変色したとき)ぱ,10月中旬から下旬の15日間程度の

期間に集中し,コナラは最も落葉時期が遅い樹種であ

る(小見山1991)ことが報告されている。

4.・過去の降雪・積雪の初日・と広葉樹冠雪害との関係

高山測候所で観測・した初雪と初積雪の起日の推移を

図-19に示す。1982-2002年において,初雪の変動は

34日,初積雪の変動は44日であった。この21年間で初

雪が特に早かったのは,1982年,1984年,1988年,

1997年,2002年で　2002年が特異的に早かったわけで

はなかった。これに対し初積雪が早かった年は,1983

年,1988年,1995年,2002年で,その中でも2002年の

早さは際立っていた。また,初雪の早さと初積雪の早

さは必ずしも-致するわけではなかった。

筆者の二人は,1988年に清見村夏厩でコナラやクリ

に枝折れや幹折れが発生したことを,1995年11月に高

山市や丹生川村でコナラの枝折れや幹曲がりが発生し

たことを観察している。両年とも高山測候所において

早い初積雪を観測した年であった(図-19)。1988年

は10月29日に飛騨地方で雪が降り,荘川村六厩では

30日に23皿の積雪を観測している_(岐阜地方気象台,

土988)。1995年は11月2日・に飛騨地方の一部に数c皿

の積雪があり,8日夜から9日にかけて飛騨地方を中

心に10-30脚の積雪があった(岐阜地方気象台,1995)。

Ⅳ　若　妻

10月下旬から11月中旬にかけて3回の降積雪があり,

特に2回目と3回目の降雪量が多か.った。ただし,上

宝村平場の例などか●ら,場所によっては1回目の降雪

量もまとまった量であ’ったと推察される。これらの降

積雪は,時期的に早かったことに加え,その量が多かっ

たことに特徴がある。また;この期間の気温はこの時

期としては低かっ’たものの,冬期の気温と比べれば高

かった。.したがって,こねろの降雪で降った雪はかな

.りの湿雪であったと推定される。●
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図-19　高山測候所におげる初雪と初積雪の連日の推移

白丸は初雪,黒丸は初積雪を示す。・

・-→方,冠雪害を受けた落葉広葉樹は,この3回の降

雪のあった時期には標高の高いところでは紅葉した葉

を,標高の低いところでは緑葉をっけており,その樹

冠は着雪しやすい状態であった。こうした状況下でま

とまった量の漫雪が降ったことが,今回の冠雪害をも

たらしたとみることができる。3回の降雪と冠雪害発

生との詳細な関係は不明であ’るが,積雪量から考える

と2回目と3回目の降雪で冠雪害が発生した可能性が

高い。調査対象地域の西部では,白鳥町長滝での積雪

量が2回目に特に多いことから,2回目の降雪で冠雪

害が発生したと考える。iこれに対し,高山や神岡では

3回目の積雪が多いことから,これらの周辺地域では

3回目の降雪によって冠雪害が発生した可能性が高い。

今回の冠雪害は,1986年10月下旬の北海道(吉武ら,

1986)や1998年11月中旬の新潟県(武田,2001)で発

生した落葉広葉樹の冠雪害が若葉期に発生した.のと同

様の現象である。したがって,若葉は落葉広葉樹が冠

雪害を受ける条件の-つである“といえる。また,落葉

広葉樹が若葉しているときの降雪は時期的に湿雪であ

り,このことも冠雪害が発生しやすくなる要因である

と考える。

若葉と冠雪害の関係では,前田(2001b)が落葉し

ているクヌギが枯れ葉がついているクヌギよりも冠雪

害を受けにくいことを報告している。また,斎藤ら

(1987)は,冠雪害を受けなかっ’た広葉樹は葉が少な

かったために降雪の捕捉率が低かったのであろうと推

定している。1986年3月の東京都における冠雪害はシ

ラカシとクヌギに発生し,ケセキには発生しなかづた

(藤森ら,1986)9常緑樹であるシラカシと落葉樹であ

りながら枯れ葉を落としにくいクヌギに冠雪害が発生

した・ことには,若葉と冠雪害発生の関係がうかがえ興’

味深い。

ただし,鳥取県では1995年1月中旬にケヤキ(前田

ら,2001a)や落葉しているクヌギ(前田ら,2001b)

ー10-



にも冠雪害が発生している。このことは,若葉.が広葉

樹冠雪害の必要条件ではないことを示唆している。

次に,今回の落葉広葉樹の冠雪害が′これまでにない

規模になった要因を考察する。最も大き奉要因は,降

雪の時期が早かったこととその畳が多かっ一たことであ

ると考えてよい。これらに加え,2002年の落葉の時期

が遅かったことも要因の一つである・と考える。2002年

は落葉時期が平年より遅かったため,降雪があった11

月上旬に落葉広葉樹が若葉していた地域はそれぞれの

樹種で普通の年より高標高域にまで広がっていたと推

察される。特にコナラとクリはもともと他の落葉広葉

樹に比べて落葉時期が遅い樹種であり,標高1,250m

付近で若葉したままの枝が折れていたことから:みて,

その時期,この2種は分布域の大半で若葉していた可

能性が高い。コナラとクリはどちらも分布が広く,特

にコナラは個体数も多いことから,この2種が広い標

高範囲で若葉したことが被害全体の規模を大きくした

のであろ’う。

1988年と1995年に岐阜県飛騨地方で発生した落葉広

葉樹の冠雪害も,両年の初積雪が例年よ、り早かったこ

とやコナラとクリに被害が発生したことから,今回と

同様に若葉期の降雪によって発生したと考え与れる。

したがって,飛騨地方ではこうした冠雪害が1988年以

降7年おきに発生してい・ることがわかる。このことは,

被害規模を問わなければ,・落葉広葉樹の冠雪害はそれ

ほど特異な現象ではないことを示している。

1988年,1995年,2002年ともコ.ナラに被害が多かっ

たのは　新潟県における冠雪害(武田,2001)-と同じ

であった。したがって,コナラは冠雪害を受けやすい

樹種であるといえる。このことには,コナラが落葉の

遅い樹種であることが影響していると考える。しかし,

今回の調査に限っていえば　調査ルート沿いでは主に

コナラが優’占していたことや樹種の判別を走行中の車

内から行ったことが原因で,コナラが他の樹種よりも

識別しやすかったためにその被害が目立った可能性が

ある。したがって,冠雪害と樹種の関係を論じるため

にはさらに調査を要する。

被害形態に枝折れが多かったのば　藤森.ら(1986)

や前田(2001a)と同様であった。枝折れや梢端折れば

若葉量が減少することで-時的に成長量の低下を招く

可能性がある。しかし,それは致命的なものではなく,

まだ　それによる経済的な損失も少ないと考える。

これに対して,幹折れや幹曲がり,根返りは致命的

であると同時に,経済的価値を損ねる被害である。今

回の調査で幹折れが高頻度でみられ,まだ幹折れや

根返りが小集団や集団で発生することが多かったこと

は,広葉樹でも林分構造を大きく変化させたり,経済

的損失を招いたりする冠雪害が発生することを示して

いる。島根県でも1978年1月に冠雪害による落葉広葉

樹の幹折れと根返りが局所的に生じており(石井ら,

1980),これらの被害形態は特別なものではない。し

たがって,.ス干などと同じく落葉広葉樹においても;

このような被害形態の冠雪害は森林を管理する上で無

視できない。　　　　　　　　　　　　　　　●

大技折れば幹裂けが伴うことがある。..そうでない

場合でも被害部位が幹に近い場所で　かっその直径が

大きいことから,被害後に幹に腐れが入ることが懸念

される.。したがって,大技折れは材質の劣化を招く危

険性が高い被害である.と考える。また,大技折れでは

若葉量の減少が大きいことから,成長量の低下が大き

く,.その継続期間も長くなると推察する。

・落葉広葉樹でも幹折れなどの致命的な被害は形状比

の高い個体に発生しやすい(斎藤・ら,,.1987;武田,

2001)。シラガンバでは今回の結果と同じように幹曲.

がり被害が多く,それは形状比の高い林分で集団的に

発生したことが報告されている(松岡ら,1991)。ま

だ紙谷(1994)は,湿雪地帯のブナ二次林では　間

伐が手遅れで樹高に対する投下高の比率が著しく高い

林分は冠雪害の危険が大きいと指摘している。岐阜県

北部には薪炭林が放置された落葉広葉樹二次林が広く

分布している。これらは一斉に更新した個体で構成さ

れるため,過密になりやすく,枝が枯れ上がった樹冠

の小さい個体が生じやすい。特に同一樹種が優占する

コナラ林やミズナラ林でその傾向が強いと推測される。

今回の冠雪書による幹折れや根返りの発生には,この

ことが関係している可能性がある。個.体の形状と被害

形態の関係を明らかにし,施薬により致命的な冠雪書

を回避することができるかどうかを検討していく必要

がある。
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付図-十　高山測候所における2002年10月下旬から11月上旬

の気象

点線は最高気温,細実線は最低気温,太実線は降
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付図-3　神岡地域気象観測所における2002年10月下句から

11月上旬の気象

点線は最高気温,細実線は最低気温,太実線は降

水量.棒は積雪課を示す。
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付図-5　長滝地域気象観測所における2002年10月下旬から

11月上旬の気象

点線は最高気温,細実線は最低気温,太実線は降

水量,棒は積雪潔を示す。
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付図-2　河合地域気象観測所における2002年丁0月下句から

11月上旬の気象

点線は最高気温,細実線は最低気温　太実線は降

水量,韓は積雪潔を示す。
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付図-4　白川地域気象観測所における2002年10月下句から

11.月上旬の気象

点線は最高気温,細実線は最低気温∴太実線は降

水量,棒は積雪課を示す。
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付図-6　栃尾地域気象観測所における2002年10月下旬から

11月上旬の気象
’点線は最高気温,細実線は最低気温,太実線は降

水量を示す。
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蘭書 
50圏園田害団困囚圏囚圏園田図

月/日

付図-7　六原地域気象観測所における2002年10月下旬から

11月上旬の気象

点線は最高気温,細実線は最低気温,太実線は降

水量を示す。
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団圃圏圏S囚圏圏団団図
月/日

付図〇9　岐阜県北部の地域雨量観測所における2002年10月

下旬から11月上旬の降水量・
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団墨図回圏囚団圏S団団図
月/日、

付図-8,宮之前地域気象観測所における2002年10月下旬か

ら11月上旬の気象

点線は最高気温,細実線は最低気温,太実線は降

水量を示す。

ー14-

(
∈
∈
)
山
室
壁
、

0

　

　

　

0

　

　

　

0

　

　

　

0

(

o

　

　

　

5

　

　

　

4

　

　

　

3

(
g
)
頭
語

0

　

　

　

5

　

　

　

0

2

　

　

　

1

　

　

　

1

　

　

　

5

　

　

　

0

.
(
∈
∈
)
車
掌
埜

0
0
・
5
0
　
仰

へ
重
富
)
賀
長
遭

(
○
○
)
頓
馬

(

U

　

　

-

ト

)

　

　

0

2

　

　

1

　

　

1

　

　

一

ヽ

J

 

O


